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　新型コロナウイルスとの闘いも3年目に入りました。新たなオミクロン株も登場し、

ワクチン接種済の人は罹患しても比較的軽症であるとの情報も聞こえてきますが、い

まだ予断を許さない日々が続いています。くすり博物館では、このコロナ流行下の

2021年度に「日本人を苦しめた感染症と新型コロナウイルス感染症」と題して、日本

におけるこれまでの感染症の歴史と、2020年12月までの新型コロナウイルス感染症

のあゆみをたどりました。

　今回の企画展では、ウイルスとは一体何かをひもとくことから始め、ウイルスの発

見、人間にとって有用なウイルス、本来極めて小さなサイズのウイルスの仲間に巨大

サイズのウイルスが発見された話題なども含め、私たちが知らなかったウイルスの世

界をのぞきます。病原体としてもウイルスはどのようなものか、ワクチンや治療薬は

どのようなものがあるかも含め、紹介いたします。また、これまで流行してきた天然

痘や麻疹、インフルエンザなどのウイルスが原因の感染症についても資料や書籍を展

示します。そして新型コロナウイルス感染症の今年の状況を振り返ります。

　今まさに進行中の事柄を取り上げることは、博物館の一般的な展示としては珍しい

ことです。しかし、新型コロナウイルスとの闘いにおいて、まず“敵”を知ることはと

ても重要なことで、今年も引き続き紹介させていただきます。それとは別に、ウイル

スという生物と無生物の間の存在の不思議さについてもぜひ知識を持っていただけれ

ばと思います。

　新型コロナウイルスの動向についてはまだ目が離せませんが、3回目のワクチン接

種も始まりました。ウイルスの世界の展示をご覧いただき、また図録を通してご理解

の一助となれば幸いであります。
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新型コロナウイルス感染症防止のため、
開館日時を変更する場合がございます。
最新情報につきましては当館HPをご確認
ください。

感染症対策実施中

博物館HP
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（表面の画像）
新型コロナウイルス3D画像 ：CDC/23311/Alissa Eckert, MSMI; Dan Higgins, MAMS （https://phil.cdc.gov/Details.aspx?pid=23311）
MERSウイルス：CDC/18108/National Institute of Allergy and Infectious Diseases （NIAID） （https://phil.cdc.gov/Details.aspx?pid=18108）
切手 パスツール
透過型電子顕微鏡：CDC/12039（https://phil.cdc.gov/Details.aspx?pid=12039）
MERSウイルス：CDC/18109/National Institute of Allergy and Infectious Diseases （NIAID） （https://phil.cdc.gov/Details.aspx?pid=18109）
エボラウイルス：CDC/10815/Frederick A. Murphy （https://phil.cdc.gov/Details.aspx?pid=10815）
インフルエンザウイルス3D画像：CDC/23228/Illustrator: Dan Higgins （https://phil.cdc.gov/Details.aspx?pid=23228）
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岐阜バス「川島松倉」行 ➡ 「川島中学校前」下車  徒歩1.5km／20分

JR東海道本線「尾張一宮駅」下車	 名鉄バス「川島」行
名鉄名古屋本線「名鉄一宮駅」下車	 「川島口」下車 徒歩1.5km／20分

東海北陸自動車道「岐阜各務原I.C.」より　9km／15分

東海北陸自動車道「一宮木曽川I.C.」より　9km／15分

名神高速道路「一宮I.C.」より　　　　　 12km／15分

駐車場
無料

食してよろしきもの
一光斎芳盛画　文久2年（1862）
食養生と当時の世情を風刺し描かれてい
る。良いとされた大根や飴が患者に覆い
かぶさり、その上をはしかたちが踊って
いる。

種痘器具
天然痘の種痘（ワクチン接種）の際に用い
られた器具。
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大正9年（1920） 
咳やくしゃみ、唾液の飛沫から感染
するとし、呼吸保護器（マスク）の着
用、うがい、予防注射を勧め、空気
の流通を行い、雑踏への出入りに注
意を呼びかけている。
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